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 ⇒⑥ 問３ ３ 運動量保存則より 

( ) ( )vmmVvmmv ′−+−′= ΔΔ0   

 
∴ V

m
mvv Δ

+=′ 0  ⇒②  問２ (a) ２ 系の運動方程式は， 

( ) θμθ cossin mgmgMgamM ′−−=+   

∴
( ) g

mM
mMa

+
′+−

=
θμθ cossin

 ⇒⑤ 
問４ ４ 面積速度一定の法則より， 
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 ⇒⑤ 問５ ５ エネルギー保存則より， 

r
GMmmv

r
GMmmv −=− 2

0

2
1 2

1
2
1

  

問３  ４ １／２波長が管の長さに相当するから， 
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５  閉管の場合は１／４波長が管の長さに相当する，  
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問６ ６ 円の運動方程式は， 
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 第３問   
問５ (a) ７ エネルギー原理より， 問１ １ 初めと後の状態方程式は， 
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問２  ２ この過程の後の状態方程式は， 
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定圧変化だから，した仕事は， 
 ( ) ( ) 000000 1VbaPVbVaPVaPW −×=−×=×= Δ  第２問  

問１ １ 衛星の円の運動方程式は， 
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問３ ４ この過程は断熱変化で ， 0=Q
よって熱力学第 1 法則より 
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問４ ５ この過程は等温変化だから 0=ΔU  

よって熱力学第 1 法則より， 
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問５ ６ 仕事率の定義は 

吸収した熱量

１サイクルでした仕事
=e で， 

( ) ( )

( ) ( ) ( ) 000000

000000

111

11

VPbaVP
R

CbaVP
R

Ca

VcPVP
R

CabVPba
e

VV

V

−+
−

+
−

−
−

+−
=  

( ) ( )

( ) ( ) ( )111

11

−+
−

+
−

−
−

+−
=

ba
R

Cba
R

Ca

c
R

Cabba

VV

V

 

ここで，
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Ⅱ 
問１ 誘電体が入ったコンデンサーの容量をC とすると， 

直列接続されたコンデンサーの合成容量は
2
C

となる。 

この合成されたコンデンサーに起電力V がかかり， の電

気量が蓄えられているので，
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問２ 電気量 は，グラフより， Q
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ある時刻 tでの電位差に関して，キルヒホッフの法則より， 
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（グラフ省略） 

 

問４ 電池がした仕事がジュール熱と静電エネルギーになる
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問５ した仕事が静電エネルギーの変化量になるので，
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【講評】 典型的な問題が多く，問題の内容やレベルがず

いぶん易しくなった。Ⅱの問２だけが応用問題にあたる。

合格ラインはかなり高く，８割５分は必要になる。 

 

万有引力の問題は『順天の攻略』でずばり的中した。 

 

 

 


